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 本研究の目的は、祖父母と発達障害児及び発達につまずきのある児の交流に関して、祖父母は児にど

のような関わりをしているのか、またそのことにより児及び祖父母はどのような影響を受けているのか

を明らかにすることである。研究は、研究１、研究２、研究３の３部からなる構成とした。 

研究１では、児と祖父母が交流することによる影響を探索的に把握するため、保育士へインタビュー

調査をした。そして、把握した内容を実証的に明らかにするため、祖父母との交流が児に与える影響に

関する質問紙を作成し、郵送調査をした。35 名の保育士にインタビュー調査をした結果、【児への影響】、

【保護者への影響】、【祖父母の態度】が見いだされた。祖父母と関わることによる【児への影響】では、

≪コミュニケーションが上手になる≫等であった。【保護者への影響】では、≪育児負担が減る≫等であ

った。【祖父母の態度】では、≪ゆっくりと関わっている≫等であった。 

 次に、保育士のインタビューで得られた「祖父母との日常的交流における発達障害及び発達に

つまずきのある児への影響」のサブカテゴリの内容を、実証的に明らかにするため、「祖父母と

の交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」を作成し、調査した。

その結果、概ね祖父母との交流は良いとの結果が得られた。また、祖父母との交流において正の

影響が示唆されたサブカテゴリは、「人との関わりが上手になる・甘え方が上手になる」、「心や

情緒が豊かになる」、「依存的になる」、「あいさつができる」、「絵本を見る」であった。  

 研究２では、発達障害児及び発達につまずきのある児が、祖父母と交流することによる児の行

動発達上の評価への影響について、チェックシートⅢつまずきチェックシート [幼稚園用]（以下

つまずきチェックシート）を用いて、保育士に調査をした。まず、予備調査として、小規模に保

育士への聞き取り調査をした。予備調査にて、祖父母と交流することによって児の行動発達上の

評価への影響が示唆されたため、統計的に信頼性を高めるために、対象地域、サンプル数を拡大

し、本調査を実施した。 

 予備調査では、35 名の保育士へ調査をした。その結果、祖父母の関わりにより、学習障害に

関する領域の「聞く」、「話す」、「読む」に正の影響が示唆された。また、注意欠陥多動性障害に

関する領域の「不注意」、「多動性－衝動性」や高機能自閉症に関する「対人関係やこだわり等」

の領域においても正の影響があることが示唆された。  



 本調査では、300名の保育士に郵送調査をし、104名の回答が得られた。つまずきチェックシートの調

査に加え、児の属性（性別、年齢、医療機関・療育機関との関わりの有無、祖父母との関わりの有無）、

祖父母の属性（続柄、児との交流の頻度、健康状態、児の障害の理解、育児協力、保護者との関係性、

住居、住居距離）を調査した。その結果、発達障害児及び発達につまずきのある児の祖父母は、母方祖

母との交流が一番多く、健康状態、児の障害の理解、育児協力、保護者との関係において、５～６割が

概ねよいという結果であった。また別居で近くに住んでいる祖父母において、よく児と交流しているこ

とが窺えた。そして、祖父母の障害の理解の程度が高い群では、児の医療機関及び療育機関との関わり

が有意に多かった。つまずきチェックシートの調査においては、祖父母の「交流の程度」、「健康状態

の程度」は、概ね児の行動発達の評価に正の影響を与える結果とはならず、特に学習障害に関する領域

では、概ね祖父母は正の影響を与えていなかった。しかし、祖父母の「障害理解の程度」では、注意欠

陥多動性障害に関する領域によい影響が見られた。「育児協力の程度」では、学習障害に関する領域、

注意欠陥多動性障害に関する領域、高機能自閉症等に関する領域にいい影響が見られ、「保護者との関

係性」が高いほど、注意欠陥多動性障害に関する領域によい影響が見られた。祖父母がうける影響とし

ては、児との交流の頻度が多いほど、祖父母の健康状態はよく、育児協力をしており、保護者との関係

がよかった。 

研究３では、研究１で得られた【保護者への影響】、【祖父母の態度】を参考に、発達障害児の祖父

母の子育ての関与や思いを明らかにすることを目的として、７名の当事者にインタビュー調査をした。

その結果、【孫との交流】、【障害理解】、【育児協力】、【保護者との関係性】、【関係機関との関

わり支援】の５つのカテゴリが見いだされた。【孫との交流】では、祖父母は、≪孫との余裕のある関

わり≫、≪孫への客観的な視点≫、≪孫をかわいいと思う気持ち≫」、≪孫に好きなものをみつける手

助け≫、≪他の子どもとの関わりの促し≫をしていたことが明らかになった。【障害理解】では、≪孫

の障害の受け入れ≫、≪病院との関わり≫、≪療育との関わり≫、≪サポートブック≫、≪孫への対応

に関する情報≫が示された。【育児協力】では、≪父方祖母の育児協力の姿勢≫、≪母方祖母の育児協

力の姿勢≫、≪孫の世話≫が示された。【保護者との関係性】では、≪保護者への精神的フォロー≫、

≪気遣い≫、≪家族支援≫が示された。【関係機関との関わり支援】では、≪病院との関わり（再掲）

≫、≪療育との関わり（再掲）≫、≪保育所・学校との関わり≫、≪支援学級・支援学校への促し≫、

≪保護者が相談できる場所を増やす促し≫、≪社会活動≫が示された。研究３より、研究１、研究２で

得られた結果に関連した内容が確認された。 

以上より、本研究において、発達障害児への早期支援という観点で、医療機関や療育機関における専

門的な関わりとともに、個別に行われる祖父母との交流は、重要な役割を担う可能性が示唆された。 

 

 

 


